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2024 年 11 月 8 日 

各 位 

会 社 名 株式会社 百 十 四 銀 行 

代 表 者 名 取締役頭取       森  匡 史     

 (コード番号 8386 東証プライム) 

問 合 せ 先 執行役員経営企画部長 村松 貴幸 

 ( TEL.  087－836－2787 ) 

中期経営計画「創ろうイ
1

・イ
1

・ヨ
4

♪」の経営目標等の見直しに関するお知らせ 

株式会社百十四銀行（頭取 森 匡史、以下「当行」といいます。）は、2024 年 11 月 8

日開催の取締役会において、2023 年 3 月 31 日に公表いたしました中期経営計画「創ろうイ
1

・

イ
1

・ヨ
4

♪」（2023 年度～2025 年度）（以下「中期経営計画」といいます。）の経営目標等の見

直しを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．見直しの背景等 

「長期ビジョン 2030」の第 1フェーズである中期経営計画では、「非金融の領域拡大」と

「金融サービスの高度化」による「総合コンサルティング・グループ」としての機能の進化

に取り組んでおります。 

このうち、「非金融の領域拡大」では、多様化・複雑化するお客さま・地域の課題に対す

る各種コンサルティング・サービスの強化及び新事業領域への拡大に取り組んでまいりまし

た。 

「金融サービスの高度化」では、2024 年 10 月に行内で分散していたソリューション関連

のファイナンス機能を集約した「ソリューションファイナンス部」を新設するなど、ファイ

ナンスを通じたお客さまの伴走支援体制の整備を進めております。 

加えて、当行グループを取り巻く環境においては、新型コロナウィルス感染症の 5類移行

による早期の経済活動の回復や、長らく続いた低金利環境が転換期を迎えるなど、中期経営

計画策定時に想定していた金融・経済環境が、想定よりも前倒しで好転していることも追い

風となり、中期経営計画の折り返し地点である 2024 年 9 月期は、連結当期純利益をはじめ

とする経営指標について、最終年度の目標を大きく上回る水準で推移しております。 

このような状況から、中期経営計画の経営目標の一部を見直しし、新しいステージへのモ

ードチェンジを図っていくことで、ウェルビーイングな地域社会の創造と、当行グループの

経営のサステナビリティ向上を一層進めてまいります。 
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２．見直しの内容 

（１）経営目標 

最終年度における経営目標を以下のとおり修正いたします。 

指標 
最終年度目標 

見直し前 見直し後 

連結当期純利益 

（親会社株主に帰属する当期純利益） 
85 億円以上 135 億円以上 

連結自己資本比率 9.0％程度 （変更なし） 

単体 OHR 

（業務粗利益ベース） 
70％程度 65％程度 

 

（２）KPI 項目（チャレンジ指標） 

 中期経営計画の重点戦略を遂行するにあたり、特に重視する KPI 項目（チャレンジ指標）

を以下のとおり修正いたします。 

KPI 項目 
最終年度目標 

見直し前 見直し後 

総合コンサルティング・グループの進化 

 地域の課題解決に資する取組件数 45 件 （変更なし） 

香川県内の法人のお客さま向け貸出金シェア 40％以上 （変更なし） 

法人のお客さま向けコンサルティング収益 19 億円 24 億円 

個人のお客さまのライフデザインに係る 

資産残高 
9,000 億円以上 9,500 億円以上 

グループ会社の顧客向け業務粗利益 45 億円以上 （変更なし） 

職員のウェルビーイング向上 

 職員のエンゲージメント指標 持続的向上 （変更なし） 

お客さまと直接対話する 

コンサルティング人材の創出数 
+50 名 （変更なし） 

DX 人材の創出数 +10 名 （変更なし） 

飛躍的な生産性向上 

 人員創出数 150 名 （変更なし） 

 

中期経営計画の見直し内容の詳細につきましては添付のプレゼンテーション資料をご覧

ください。 

以 上 

 

【本件に関するお問い合せ先】 

経営企画部 経営戦略室 薄田・阿河 【電話】087-836-2787 
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